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秋
田
県
告
示
第
九
百
三
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
、
平
成
十
七
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
職
務
代
理
者

秋
田
県
副
知
事
　
西
　
村
　
哲
　
男
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ

北
秋
田
市
桂
瀬
地
内
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
と
大
滝
沢
林
道
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
鉄
道
を
北
進
し
地
臓
沢
山
道
の

分
岐
点
に
至
り
、
米
代
川
森
林
計
画
区

森
吉
町
十
六
林
班
と
十
七
林
班
の
林
班

桂
瀬
鳥
獣

保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
地
域
は
、
カ

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
称

保
護
に
関
す
る
指
針

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

存
続
期
間

界
で
あ
る
同
山
道
を
東
進
し
七
日
市
と

桂
瀬
の
字
界
に
至
り
、
同
字
界
を
南
進

し
、
字
間
内
沢
と
字
大
滝
沢
の
字
界
に

至
り
、
同
字
界
を
北
西
に
進
み
大
滝
沢

林
道
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
北
秋
田
市
阿
仁
地
内
林
道
姫
ヶ
岳
線

と
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
境
界
を
北
進
し
北
秋

田
市
と
上
小
阿
仁
村
の
市
町
村
界
に
至

り
、
同
境
界
を
更
に
北
進
し
姫
ヶ
岳
三

角
点
を
経
て
東
北
森
林
管
理
局
米
代
川

計
画
区
上
小
阿
仁
支
署
二
千
九
十
四
林

班
と
二
千
九
十
五
林
班
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
み
米
代
川
森

林
計
画
区
阿
仁
町
四
十
四
林
班
と
の
境

界
に
至
り
、
東
北
森
林
管
理
局
米
代
川

計
画
区
上
小
阿
仁
支
署
二
千
九
十
四
林

班
と
同
計
画
区
四
十
四
林
班
の
林
班
界

を
南
東
に
進
み
湯
口
内
沢
に
至
り
、
更

に
同
境
界
を
南
進
し
て
同
計
画
区
四
十

一
林
班
と
四
十
二
林
班
の
林
班
界
に
至

り
、
同
地
点
を
南
東
へ
進
み
同
計
画
区

四
十
林
班
、
四
十
一
林
班
の
林
班
界
に

至
り
、
同
地
点
を
南
西
に
進
み
同
計
画

区
四
十
林
班
三
十
四
小
班
と
の
小
班
界

に
至
り
、
同
地
点
を
南
東
に
進
み
同
計

画
区
三
十
九
林
班
、
四
十
林
班
と
の
林

露
熊
鳥
獣

保
護
区

ラ
マ
ツ
や
広
葉
樹

な
ど
林
相
に
富
む

地
域
で
あ
り
、
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を

は
じ
め
と
す
る
多

様
な
鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
当
該
区

域
に
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
区

域
の
付
近
を
露
熊

川
が
流
れ
豊
富
な

水
場
が
あ
る
こ
と

及
び
針
・
広
葉
樹

な
ど
林
相
の
変
化

に
富
む
地
域
で
あ

り
、
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
を
は
じ
め
多

く
の
鳥
獣
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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道
に
至
り
、
同
山
道
を
南
進
し
て
林
道

長
坂
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
東
に
進

み
市
道
長
坂
・
坂
地
線
に
至
り
、
同
市

道
を
南
西
に
進
ん
で
国
道
七
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し
て
起

点
に
至
る
一
円
の
区
域

大
館
市
岩
瀬
地
内
国
道
七
号
線
と
県

道
花
岡
越
山
早
口
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
県
道
を
北
進
し
市
道
岩
瀬
山

田
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
市
道

山
田
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て

大
館
市
山
田
と
同
市
川
口
の
字
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み
国
道
七
号

線
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
館
市
岩
瀬
字
越
山
地
内
、
県
道
花

岡
越
山
早
口
線
と
林
道
蛭
沢
千
歳
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道
を
西
進

し
国
有
林
と
民
有
林
と
の
林
班
界
に
至

り
、
同
林
班
界
を
北
進
し
て
米
代
川
森

林
計
画
区
田
代
町
六
十
八
林
班
と
の
交

点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
へ
進
み
字

大
石
渡
へ
と
通
じ
る
山
道
に
至
り
、
同

赤
川
鳥
獣

保
護
区

上
鴨
沢
森

鳥
獣
保
護

区

く
生
息
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し

生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生

息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
区

域
内
を
山
田
川
が

流
れ
豊
富
な
水
場

が
あ
る
こ
と
及
び

多
様
な
鳥
類
が
生

息
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
と
と
も

に
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
や
保
護
活

動
を
通
じ
た
環
境

教
育
の
場
に
も
資

す
る
。

一
　
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生

息
地

二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
区

域
内
を
岩
瀬
川
が

流
れ
豊
富
な
水
場

が
あ
る
。
ま
た
、

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

班
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み

三
角
点
四
百
七
十
二
メ
ー
ト
ル
地
点
に

至
り
、
同
地
点
を
同
森
林
計
画
区
三
十

九
林
班
の
小
班
界
を
南
進
し
林
道
姫
ヶ

岳
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西

進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

大
館
市
比
内
町
八
木
橋
字
板
戸
地
内

国
道
二
百
八
十
五
号
線
と
市
道
比
内
板

戸
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道

を
南
西
に
進
み
林
道
小
坪
沢
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
林
道
薬

師
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を

北
東
に
進
み
米
代
川
森
林
計
画
区
比
内

町
百
四
林
班
と
百
七
林
班
と
の
林
班
界

に
至
り
、
同
森
林
計
画
区
百
三
林
班
と

百
八
林
班
、
百
一
林
班
と
百
二
林
班
の

林
班
界
を
東
進
し
林
道
約
束
沢
・
畑
沢

線
へ
至
り
、
同
林
道
を
更
に
北
東
に
進

み
市
道
比
内
板
戸
線
に
至
り
、
同
市
道

を
南
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

大
館
市
長
坂
地
内
の
大
館
市
と
北
秋

田
市
の
市
町
村
界
と
国
道
七
号
線
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
境
界
を
北
西
に
進

み
小
田
代
山
テ
レ
ビ
中
継
所
に
至
り
、

更
に
同
境
界
を
北
西
に
進
ん
で
米
代
川

森
林
計
画
区
田
代
町
四
林
班
と
八
林
班

と
の
林
班
界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進

し
三
角
点
百
五
十
八
・
三
メ
ー
ト
ル
に

至
り
同
地
点
を
南
進
し
三
角
点
百
五
十

六
・
七
メ
ー
ト
ル
に
至
り
、
同
地
点
か

ら
南
東
へ
進
み
本
郷
部
落
へ
通
じ
る
山

八
木
橋
鳥

獣
保
護
区

長
坂
山
鳥

獣
保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
付

近
を
板
戸
川
が
流

れ
豊
富
な
水
場
が

あ
る
こ
と
及
び
林

相
も
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
区

域
付
近
を
早
口
川

が
流
れ
、
豊
富
な

水
場
が
あ
る
こ
と

及
び
針
・
広
葉
樹

林
の
生
育
状
況
が

良
好
で
鳥
獣
が
多

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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山
道
を
東
進
し
市
道
大
石
渡
線
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
市
道
越
山
線
に

至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て
県
道
花
岡

越
山
早
口
線
に
至
り
、
同
県
道
を
南
西

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

能
代
市
常
磐
字
大
柄
地
内
の
西
の
沢

農
道
と
市
道
大
柄
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
農
道
を
北
西
に
進
み
作
業
道

の
始
点
に
至
り
、
同
作
業
道
を
北
西
に

進
み
林
道
大
庫
沢
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
ん
で
米
代
川

森
林
計
画
区
能
代
市
五
十
二
林
班
と
五

十
三
林
班
の
林
班
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
班
界
を
北
西
に
進
み
官
行
造

林
地
の
防
火
帯
に
至
り
、
同
防
火
帯
を

北
進
し
同
防
火
帯
の
終
点
に
至
り
、
同

終
点
の
尾
根
を
北
進
し
能
代
市
と
峰
浜

村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東

に
進
み
同
森
林
計
画
区
五
十
六
林
班
と

六
十
一
林
班
の
林
班
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
班
界
を
東
進
し
同
計
画
区
六

十
林
班
と
六
十
一
林
班
の
林
班
界
と
の

交
点
に
至
り
、
六
十
林
班
と
六
十
一
林

班
の
林
班
界
を
北
東
に
進
み
同
計
画
区

六
十
林
班
と
六
十
六
林
班
の
林
班
界
と

の
交
点
に
至
り
、
六
十
林
班
と
六
十
六

林
班
の
林
班
界
を
東
進
し
同
計
画
区
六

十
六
林
班
と
六
十
七
林
班
の
林
班
界
と

の
交
点
に
至
り
、
六
十
六
林
班
と
六
十

七
林
班
の
林
班
界
を
東
進
し
同
市
と
二

ツ
井
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

南
東
に
進
み
同
計
画
区
六
十
八
林
班
と

六
十
九
林
班
の
林
班
界
と
の
交
点
に
至

大
柄
鳥
獣

保
護
区

針
・
広
葉
樹
が
混

生
し
キ
ジ
・
ヤ
マ

ド
リ
等
、
鳥
獣
の

生
息
が
多
く
確
認

さ
れ
て
い
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
に
は

落
葉
広
葉
樹
林
、

針
葉
樹
林
な
ど
林

相
の
変
化
に
富
む

地
域
で
あ
り
、
ヒ

ヨ
ド
リ
、
ウ
グ
イ

ス
、
リ
ス
、
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
な
ど

を
は
じ
め
多
様
な

鳥
獣
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区
に
指

定
し
当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

り
、
同
林
班
界
を
南
西
に
進
み
常
磐
川

右
岸
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
南
西
に
進

ん
で
滝
の
沢
左
岸
に
至
り
、
同
川
左
岸

を
北
西
に
進
み
市
道
大
柄
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
て
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
山
本
町
森
岳
地
内
の
主
要
地

方
道
能
代
五
城
目
線
と
町
道
温
泉
上
台

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
地
方
道

を
東
進
し
町
道
下
岩
川
・
開
拓
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道

長
面
・
百
騎
台
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
南
進
し
町
道
石
倉
山
・
中
野

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進

し
山
本
町
と
琴
丘
町
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
西
進
し
町
道
石
倉
山
・
中
野

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進

し
町
道
温
泉
上
台
二
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
町
道
温
泉
一

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西

進
し
町
道
温
泉
三
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
西
進
し
町
道
温
泉
上
台

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域秋

田
河
辺
三
内
地
内
の
東
北
森
林
管

理
局
米
代
川
計
画
区
秋
田
森
林
管
理
署

二
百
六
十
五
林
班
の
う
ち
、
標
高
千
二

十
九
・
七
メ
ー
ト
ル
の
番
長
森
を
起
点

と
し
、同
森
林
管
理
署
二
百
三
十
林
班
、

二
百
三
十
一
林
班
、
二
百
三
十
二
林
班

の
境
を
北
東
に
進
み
、
秋
田
市
と
北
秋

田
郡
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
東

石
倉
山
鳥

獣
保
護
区

番
鳥
森
鳥

獣
保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
落

葉
広
葉
樹
林
や
針

葉
樹
林
な
ど
林
相

の
変
化
に
富
む
地

域
で
あ
り
、
キ
ジ

・
ヤ
マ
ド
リ
を
は

じ
め
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

高
標
高
地
域
に
は

ブ
ナ
純
林
、
低
標

高
地
域
に
は
ミ
ズ

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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進
し
て
秋
田
市
と
仙
北
郡
と
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
進
ん
で
標
高
点
八
百
五
十
五
メ
ー

ト
ル
に
達
し
、
更
に
尾
根
を
南
西
に
約

一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
み
砥
沢
と
の

交
点
に
至
り
、
同
沢
よ
り
尾
根
を
西
に

約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
岩
城
内
道
川
地
内
の
国

道
七
号
線
と
県
道
雄
和
岩
城
線
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
東
進
し
市
道

東
幹
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
国
道
三
百
四
十
一
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み
作

業
道
に
至
り
、
同
作
業
道
を
北
進
し
市

道
川
尻
梨
ノ
木
台
線
に
至
り
、
同
市
道

を
西
進
し
市
道
二
古
亀
田
線
に
至
り
、

同
市
道
を
西
進
し
国
道
七
号
線
の
交
点

に
至
り
、
同
国
道
を
北
進
し
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
の
境
界
と

道
川
鳥
獣

保
護
区

仁
賀
保
金

ナ
ラ
林
と
原
生
林

に
近
い
天
然
林
が

広
が
っ
て
お
り
、

野
生
鳥
獣
に
と
っ

て
生
息
に
適
し
た

環
境
と
な
っ
て
お

り
、
沢
筋
か
ら
山

頂
部
ま
で
を
一
体

的
に
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
鳥
獣

の
保
護
増
殖
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
の
ス

ギ
、
落
葉
広
葉
樹

が
生
息
し
て
お

り
、
多
様
な
鳥
獣

が
生
育
し
て
い
る

こ
と
か
ら
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。
定
期
的

に
巡
視
を
行
い
、

鳥
獣
の
安
定
的
な

生
息
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
留
意

す
る
。

一
　
指
定
区
分

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

国
道
七
号
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

国
道
を
南
進
し
市
道
〇
一
〇
八
天
ヶ
町

堺
田
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
進
し
県
道
仁
賀
保
矢
島
館
合
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し

県
道
小
出
金
浦
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
南
西
に
進
み
市
道
〇
三
五
六

横
根
小
国
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
東
に
進
み
市
道
〇
三
〇
五
院
内

小
国
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
市
道
〇
三
四
五
馬
場
院
内
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
市

道
〇
二
二
六
石
田
院
内
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
市
道
〇
一
〇

二
小
出
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
進
し
市
道
一
四
一
〇
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道

〇
一
一
六
田
狐
三
森
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
国
道
七
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進

し
に
か
ほ
市
仁
賀
保
町
と
同
市
金
浦
町

の
境
界
を
経
て
市
道
下
竹
潟
三
獄
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進

み
市
道
海
老
谷
地
平
石
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
Ｊ
Ｒ
羽
越
本

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
線
を
南
西
に

進
み
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
南
進
し
市
道
赤
石
前
川
線
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
赤
石

川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
西
進
し

日
本
海
と
の
交
点
に
至
り
、
日
本
海
汀

線
沿
い
に
百
メ
ー
ト
ル
沖
を
北
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

に
か
ほ
市
象
潟
町
大
塩
越
地
内
の
象

浦
鳥
獣
保

護
区

象
潟
臨
海

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
は
、
マ

ツ
林
、
ス
ギ
、
落

葉
広
葉
樹
が
生
育

し
、
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。
定
期
的

に
巡
視
を
行
い
、

鳥
獣
の
安
定
的
な

生
息
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
留
意

す
る
。

一
　
指
定
区
分

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
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潟
川
と
市
道
川
岸
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
大

飯
郷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南

東
に
進
み
市
道
能
因
島
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
潟

見
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
西
に
進
み
市
道
浜
山
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
市
道
荒
屋
妻

狐
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
東
に
進
み
県
道
象
潟
矢
島
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
市

道
長
坂
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
南
東
に
進
み
市
道
関
上
郷
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市

道
鳥
屋
森
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
西
に
進
み
国
道
七
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
進
し
市

道
川
袋
通
学
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
進
し
川
袋
川
と
の
交
点
に
至

り
、
同
川
を
西
進
し
日
本
海
に
至
り
、

日
本
海
汀
線
沿
い
に
百
メ
ー
ト
ル
沖
を

北
進
し
象
潟
川
左
岸
に
至
り
、
同
川
左

岸
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
角
館
町
上
中
川
原
地
内
黒
倉

堰
と
玉
川
の
合
流
点
を
起
点
と
し
、
同

川
右
岸
を
南
西
に
進
み
桧
木
内
川
合
流

点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を
北
進
し
院
内

川
合
流
点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を
東
進

し
本
町
橋
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
国
道
四

十
六
号
線
を
東
進
し
黒
倉
堰
に
至
り
、

同
堰
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

鳥
獣
保
護

区外
ノ
山
大

威
徳
山
鳥

獣
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
に
は

マ
ツ
林
が
生
育

し
、
河
川
等
が
散

在
し
、
多
様
な
鳥

獣
が
生
息
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に
指
定

し
当
該
地
域
に
生

息
す
る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
。
定
期

的
に
巡
視
を
行

い
、
鳥
獣
の
安
定

的
な
生
息
に
著
し

い
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う

留
意
す
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

角
館
町
の
市
街
地

を
含
め
て
、
古
城

山
、
外
山
、
大
威

徳
山
の
三
つ
の
公

園
、
山
林
及
び
農

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

国
道
四
十
六
号
線
と
市
道
牛
沢
徳
瀬

線
と
の
交
差
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道

を
北
進
し
宮
田
又
沢
川
左
岸
に
至
り
、

同
川
左
岸
を
東
進
し
国
有
林
と
民
有
林

の
境
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み

林
道
沢
内
水
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を

北
東
に
進
み
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
林
道
沢
内

水
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進

み
市
道
番
屋
沢
・
高
小
屋
台
林
線
と
の

交
差
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進

み
国
道
四
十
六
号
線
と
の
交
差
点
に
至

り
、
同
国
道
を
南
東
に
進
み
繋
川
左
岸

と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
左
岸
を
西
進

し
市
道
長
者
森
・
養
四
郎
岱
線
に
至

り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
林
道
長
者

森
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
国
道

荒
川
鳥
獣

保
護
区

耕
地
か
ら
な
り
、

玉
川
、桧
木
内
川
、

院
内
川
、
黒
倉
堰

の
清
流
が
四
周
を

め
ぐ
っ
て
い
る
。

山
地
は
ナ
ラ
、
ク

リ
を
主
と
し
た
広

葉
樹
木
が
大
半
を

占
め
、
七
〇
年
生

以
上
の
老
木
も
ま

じ
っ
て
お
り
、
杉

は
壮
齢
林
と
幼
齢

林
な
ど
か
ら
な
っ

て
い
る
。
全
体
的

に
野
鳥
繁
殖
の
適

地
と
な
っ
て
い

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
に
は

起
伏
に
富
ん
だ
山

林
や
川
幅
の
広
い

河
川
・
合
流
点

等
、
様
々
な
環
境

が
あ
り
、
多
数
の

鳥
獣
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区
に
指

定
し
当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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四
十
六
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を
北
東

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

仙
北
市
田
沢
湖
町
神
代
字
出
口
地
内

の
国
道
四
十
六
号
線
と
市
道
夏
瀬
温
泉

道
路
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道

を
東
進
し
管
理
道
に
至
り
、
同
道
を
南

東
に
進
み
玉
川
に
至
り
、
同
川
の
右
岸

に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
市
道
抱
返
り
線

に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
県
道

大
曲
田
沢
湖
線
に
至
り
、
同
県
道
を
北

進
し
国
道
四
十
六
号
線
に
至
り
、
同
国

道
を
北
西
に
進
み
市
道
梅
岡
線
に
至

り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
森
腰
都
野

線
に
至
り
、
森
間
沼
周
辺
の
管
理
道
を

北
東
に
進
み
市
道
都
野
線
を
北
進
し
才

津
川
に
至
り
、
同
川
を
北
進
し
国
道
四

十
六
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を
北
進
し

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
横
手
市
大
森
町
八
沢
木
字
中
房
所
在

県
道
横
手
大
森
大
内
線
と
市
道
中
房
武

道
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道

を
南
西
に
進
み
、
内
寄
木
と
外
寄
木
の

防
火
線
に
至
り
、
防
火
線
を
西
北
西
に

進
み
、
右
折
し
東
北
東
に
進
み
、
左
折

し
北
西
に
進
み
市
道
小
山
線
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
県
道
横
手
大
森

大
内
線
に
至
り
、
同
県
道
を
東
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

抱
返
鳥
獣

保
護
区

里
城
鳥
獣

保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
に
は

起
伏
に
富
ん
だ
山

林
や
川
幅
の
広
い

河
川
・
合
流
点

等
、
様
々
な
環
境

が
あ
り
、
多
数
の

鳥
獣
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区
に
指

定
し
当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
に
は

落
葉
広
葉
樹
な
ど

が
多
く
生
育
し
、

生
息
す
る
鳥
獣
が

多
種
多
様
な
こ
と

か
ら
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
、
当
該

地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

横
手
市
大
町
と
根
岸
町
を
結
ぶ
中
ノ

橋
を
起
点
と
し
、
同
点
よ
り
横
手
川
右

岸
を
北
西
に
進
み
吉
沢
川
に
至
り
、
同

川
左
岸
を
北
東
に
進
み
大
沢
山
道
に
至

り
、
同
山
道
を
南
進
し
一
ノ
坂
、
五
十

刈
に
進
み
三
角
点
百
八
十
九
・
一
メ
ー

ト
ル
を
通
っ
て
東
進
し
、
林
道
真
坂
沢

線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み
林

道
滝
ノ
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進

し
市
道
上
野
台
線
に
至
り
、
同
市
道
を

西
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
羽
後
町
唐
松
地
内
国
道
三
百

九
十
八
号
線
と
町
道
唐
松
落
合
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
西
進
し

町
道
荒
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
北
西
に
進
み
由
利
本
荘
市
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
国
道
三

百
九
十
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

横
手
鳥
獣

保
護
区

唐
松
鳥
獣

保
護
区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、

落
葉
樹
な
ど
が
多

く
生
育
し
、
明
永

沼
に
は
カ
モ
類
な

ど
を
は
じ
め
と
し

て
多
種
多
様
の
鳥

獣
が
生
息
し
て
お

り
、
鳥
獣
の
生
息

地
と
し
て
適
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区
に
指

定
し
、
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
広

葉
樹
林
、
針
葉
樹

林
な
ど
林
相
の
変

化
に
富
む
地
域
で

あ
り
、
キ
ジ
、
ヤ

マ
ド
リ
、
ノ
ウ
サ

ギ
、
タ
ヌ
キ
を
は

じ
め
多
様
な
鳥
獣

が
生
息
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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湯
沢
市
湯
ノ
沢
地
内
の
県
道
西
松
沢

杉
沢
線
と
湯
沢
市
立
湯
沢
東
小
学
校
入

口
の
通
学
路
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
小
学
校
の
通
学
路
を
約
二
百
五
十
メ

ー
ト
ル
東
進
し
果
樹
園
に
至
り
、
同
果

樹
園
の
境
界
を
峰
筋
に
沿
っ
て
約
六
百

五
十
メ
ー
ト
ル
南
東
に
進
み
歩
道
に
至

り
、
同
歩
道
を
南
東
に
進
み
御
獄
神
社

の
参
道
に
進
み
御
獄
神
社
に
至
り
、
同

参
道
を
南
進
し
て
御
獄
山
三
角
点
三
百

十
七
・
九
メ
ー
ト
ル
に
至
り
、
同
参
道

を
南
進
し
て
国
道
三
百
九
十
八
号
線
に

至
り
、
同
国
道
を
南
南
東
に
進
み
角
間

沢
橋
に
至
り
、
同
橋
を
渡
っ
て
向
岸
に

至
り
、
同
点
よ
り
上
流
に
約
百
七
十
メ

ー
ト
ル
上
っ
た
地
点
か
ら
尾
根
を
南
西

に
進
ん
で
山
道
に
達
し
、
同
山
道
を
南

進
し
八
森
山
三
角
点
三
百
七
・
五
メ
ー

ト
ル
に
至
り
、
同
点
よ
り
南
西
に
沢
筋

を
約
三
百
メ
ー
ト
ル
進
み
林
道
東
角
線

に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
市
道
東
松

沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み

県
道
西
松
沢
杉
沢
線
に
至
り
、
同
県
道

を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

湯
沢
市
脇
ノ
沢
地
内
東
鳥
海
山
山
頂

の
三
角
点
七
百
七
十
七
・
四
メ
ー
ト
ル

を
起
点
と
し
、
旧
三
関
村
と
旧
須
川
村

の
境
界
を
東
進
し
旧
稲
川
町
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
旧
皆

湯
沢
鳥
獣

保
護
区

宇
留
院
内

鳥
獣
保
護

区

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
に
は

広
葉
樹
林
、
針
葉

樹
林
な
ど
林
相
の

変
化
に
富
む
地
域

で
あ
り
、
ヒ
ヨ
ド

リ
、
メ
ジ
ロ
、
ウ

グ
イ
ス
、タ
ヌ
キ
、

ノ
ウ
サ
ギ
を
始
め

多
様
な
鳥
獣
が
生

息
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し
当
該

地
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
広

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

瀬
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南

西
に
進
み
滝
ノ
上
と
明
通
の
字
界
を
東

進
し
三
角
点
五
百
七
十
四
・
八
メ
ー
ト

ル
を
経
て
字
滝
ノ
上
と
字
細
越
山
の
字

界
を
東
進
し
字
滝
ノ
上
と
字
細
越
及
び

字
袖
ノ
山
の
字
界
の
交
点
に
至
り
、
更

に
字
袖
ノ
山
及
び
字
脇
ノ
田
の
字
界
を

南
西
に
進
み
宇
留
院
内
部
落
に
通
ず
る

歩
道
を
約
千
六
百
メ
ー
ト
ル
南
東
に
進

み
南
西
に
転
じ
て
峰
づ
た
い
に
海
抜
五

百
四
十
九
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
至
り
、

再
び
北
に
転
じ
て
大
字
須
川
界
の
峰
筋

を
千
八
百
メ
ー
ト
ル
北
進
し
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
東
成
瀬
村
平
良
地
内
岩
の
目

沢
入
口
を
起
点
と
し
、
大
日
向
山
七
百

八
十
メ
ー
ト
ル
に
向
か
う
峰
筋
を
北
東

に
進
み
横
手
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
南
東
に
進
み
三
角
点
五
百
六
十

三
メ
ー
ト
ル
に
向
か
う
峰
筋
を
南
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

田
子
内
鳥

獣
保
護
区

葉
樹
林
、
針
葉
樹

林
な
ど
林
相
の
変

化
に
富
む
地
域
で

あ
り
、
キ
ジ
、
ヤ

マ
ド
リ
、
ノ
ウ
サ

ギ
、
タ
ヌ
キ
を
始

め
多
様
な
鳥
獣
が

生
息
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

当
該
地
域
は
広

葉
樹
林
、
針
葉
樹

林
な
ど
林
相
の
変

化
に
富
む
地
域
で

あ
り
、
キ
ジ
、
ヤ

マ
ド
リ
、
ノ
ウ
サ

ギ
、
タ
ヌ
キ
を
始

め
多
様
な
鳥
獣
が

生
息
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で
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計
画
区
三
十
八
林
班
九
小
班
と
四
十
七

小
班
の
小
班
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

地
点
か
ら
三
十
八
林
班
内
小
班
界
に
沿

っ
て
北
進
し
、
同
計
画
区
三
十
八
林
班

と
四
十
林
班
の
林
班
界
に
至
り
、
同
地

点
を
東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

長
坂
山
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
大
館

市
と
北
秋
田
市
の
市
町
村
界
と
林
道
小

田
代
山
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

市
町
村
界
を
北
進
し
米
代
川
森
林
計
画

区
田
代
町
四
林
班
と
八
林
班
と
の
林
班

界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
三
角
点

百
五
十
八
・
三
メ
ー
ト
ル
に
至
り
同
地

点
を
南
進
し
三
角
点
百
五
十
六
・
七
メ

ー
ト
ル
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
南
東
へ

進
み
本
郷
部
落
へ
通
じ
る
山
道
に
至

り
、
同
山
道
を
南
進
し
林
道
長
坂
線
に

至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
林
道
小
田
代

山
線
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

石
倉
山
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
町
道

石
倉
山
・
中
野
線
と
町
道
温
泉
上
第
二

号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
町
道
石

倉
山
・
中
野
線
を
東
進
し
山
本
町
と
琴

丘
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西

進
し
町
道
石
倉
山
・
中
野
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
起
点
に
至

長
坂
山
鳥

獣
保
護
区

特
別
保
護

地
区

石
倉
山
鳥

獣
保
護
区

特
別
保
護

地
区

状
況
が
良
好
で
、

鳥
獣
の
生
息
繁
殖

に
特
に
適
し
て
い

る
区
域
に
つ
い

て
、
特
別
保
護
地

区
に
指
定
し
、
当

該
区
域
に
生
息
す

る
鳥
獣
の
生
息
環

境
を
保
全
す
る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

長
坂
山
鳥
獣
保

護
区
の
う
ち
、
針

・
広
葉
樹
林
の
生

育
状
況
が
良
好

で
、
鳥
獣
の
生
息

繁
殖
に
特
に
適
し

て
い
る
区
域
に
つ

い
て
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、

当
該
区
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
生
息

環
境
を
保
全
す

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

石
倉
山
鳥
獣
保

護
区
の
う
ち
、
落

葉
広
葉
樹
林
な
ど

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

桂
瀬
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
北
秋
田

市
七
日
市
と
同
市
桂
瀬
の
字
界
と
米
代

川
森
林
計
画
区
森
吉
町
十
七
林
班
と
四

十
林
班
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
字
界

を
東
進
し
同
計
画
区
四
十
林
班
と
百
五

十
七
林
班
、
百
五
十
八
林
班
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
よ
り
約
百
六
十
メ
ー
ト

ル
南
進
し
旧
県
道
桂
瀬
笹
館
線
に
至

り
、
同
旧
県
道
を
西
進
し
同
計
画
区
十

七
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
班
界

を
東
進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ

た
一
円
の
区
域

露
熊
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
米
代
川

森
林
計
画
区
阿
仁
町
三
十
九
林
班
と
四

十
林
班
と
の
林
班
界
に
あ
る
標
高
点
四

百
六
十
八
メ
ー
ト
ル
を
起
点
と
し
、
同

地
点
を
同
計
画
区
三
十
九
林
班
内
小
班

界
に
沿
っ
て
南
進
し
林
道
姫
ヶ
岳
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
同

桂
瀬
鳥
獣

保
護
区
特

別
保
護
地

区露
熊
鳥
獣

保
護
区
特

別
保
護
地

区

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

桂
瀬
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
天
然

の
広
葉
樹
林
の
生

育
状
況
が
良
好

で
、
鳥
獣
の
生
息

繁
殖
に
特
に
適
し

て
い
る
区
域
に
つ

い
て
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、

当
該
区
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
生
息

環
境
を
保
全
す

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

露
熊
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
針
・

広
葉
樹
林
の
生
育

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
称

保
護
に
関
す
る
指
針

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で 存
続
期
間

秋
田
県
告
示
第
九
百
三
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
、
平

成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
職
務
代
理
者

秋
田
県
副
知
事
　
西
　
村
　
哲
　
男
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鹿
角
市
八
幡
平
地
内
の
国
道
二
百
八
十
二
号
線
と

岩
手
県
境
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
北
西

に
進
み
市
道
鷲
の
巣
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
北
進
し
小
豆
沢
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
東
進
し
五
ノ
宮
嶽
山
頂
に
至
る
歩
道
と
の
交

点
に
至
り
、
同
山
頂
よ
り
皮
投
岳
山
頂
に
至
る
尾
根

筋
を
北
東
に
進
み
同
県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
南
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

鹿
角
市
八
幡
平
地
内
の
国
道
三
百
四
十
一
号
線
と

市
道
熊
沢
杉
谷
地
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国

道
を
南
東
に
進
み
市
道
老
沢
ト
ロ
コ
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
同
国
道
と
の
交
点
に

至
り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み
八
幡
平
鳥
獣
保
護
区

境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
三

五
ノ
宮
休
猟

区銭
川
休
猟
区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

里
城
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
滝
ノ
上

集
落
の
里
城
山
頂
に
通
じ
る
山
道
入
口

を
起
点
と
し
、
同
山
道
を
南
進
し
里
城

山
に
達
し
右
折
し
て
峰
筋
を
西
に
約
三

百
メ
ー
ト
ル
下
り
、
更
に
右
折
し
て
い

こ
い
の
森
と
の
境
界
を
北
西
に
進
み
町

道
小
山
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

湯
沢
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
湯
沢
市

立
湯
沢
東
小
学
校
入
口
を
起
点
と
し
、

同
点
よ
り
小
学
校
の
通
学
路
を
約
二
百

五
十
メ
ー
ト
ル
東
進
し
果
樹
園
の
境
界

と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
峰
筋
に

沿
っ
て
約
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
南
東
に

進
み
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
歩
道

か
ら
字
中
の
沢
弁
慶
山
と
字
愛
染
山
と

里
城
鳥
獣

保
護
区
特

別
保
護
地

区湯
沢
鳥
獣

保
護
区
特

別
保
護
地

区

特
に
良
好
な
鳥
獣

の
生
息
地
と
な
っ

て
い
る
区
域
に
つ

い
て
、
特
別
保
護

地
区
に
指
定
し
、

当
該
区
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
生
息

環
境
を
保
全
す

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

里
城
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
落
葉

広
葉
樹
林
な
ど
特

に
良
好
な
鳥
獣
の

生
息
環
境
と
な
っ

て
い
る
区
域
に
つ

い
て
、
特
別
保
護

地
区
を
指
定
し
、

当
該
地
域
に
生
息

す
る
鳥
獣
の
生
息

環
境
を
保
全
す

る
。

一
　
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息

地
二
　
指
定
目
的

湯
沢
鳥
獣
保
護

区
の
う
ち
、
天
然

の
落
葉
広
葉
樹
林

な
ど
特
に
良
好
な

平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年

十
一
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
七
年
十
月

三
十
一
日
ま

で

の
字
界
を
峰
筋
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み

観
音
前
に
達
し
、
こ
れ
よ
り
北
西
に
進

ん
で
県
道
西
松
沢
杉
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
て
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

鳥
獣
の
生
息
環
境

と
な
っ
て
い
る
区

域
に
つ
い
て
、
特

別
保
護
区
に
指
定

し
、
当
該
地
域
に

生
息
す
る
鳥
獣
の

生
息
環
境
を
保
全

す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
九
百
三
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。平

成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
職
務
代
理
者

秋
田
県
副
知
事
　
西
　
村
　
哲
　
男
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方
高
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
よ
り
尾
根
筋
を
東
進
し

大
平
を
経
て
官
行
造
林
地
管
理
道
に
至
り
、
同
管
理

道
を
北
東
に
進
み
林
道
熊
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
林
道
を
北
東
に
進
み
市
道
熊
沢
杉
谷
地
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
基
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

鹿
角
市
十
和
田
大
湯
地
内
の
国
道
百
四
号
線
と
岩

手
県
境
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
北
西
に

進
み
県
道
田
代
平
大
清
水
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
東
進
し
戸
倉
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林

道
を
南
東
に
進
み
同
県
境
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

境
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
大
館
市
十
二
所
地
内
国
道
百
三
号
線
と
林
道
平
内

沢
支
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
東
進
し

県
道
十
二
所
花
輪
大
湯
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
南
進
し
同
市
と
鹿
角
市
の
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
南
進
し
同
市
十
二
所
と
同
市
独
鈷
の

字
界
に
至
り
、
同
境
界
に
沿
っ
て
北
進
し
林
道
平
内

沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
林

道
平
内
沢
支
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
七
日
市
地
内
の
県
道
桂
瀬
笹
館
線
と
林

道
松
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
東
進

し
林
道
仙
戸
石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
東

進
し
東
北
森
林
管
理
局
米
代
川
計
画
区
米
代
東
部
森

林
管
理
署
二
千
百
四
十
八
林
班
・
二
千
百
四
十
五
林

班
と
二
千
百
四
十
七
林
班
・
二
千
百
四
十
六
林
班
と

の
林
班
界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
同
市
七
日
市

と
同
市
森
吉
と
の
字
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し

小
繋
森
三
角
点
千
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
西
進
し
同
市
七

日
市
地
内
の
峰
筋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
を
北

戸
倉
休
猟
区

十
二
所
休
猟

区仙
戸
石
沢
休

猟
区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

進
し
林
道
滝
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を

北
進
し
林
道
松
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進

み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
館
市
五
日
市
地
内
の
市
道
五
日
市
一
号
線
と
市

道
独
鈷
中
野
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
市
道
独
鈷

中
野
線
を
南
東
に
進
み
市
道
達
子
森
合
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
林
道
丹
内
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み
国
有
林
歩
道

に
至
り
、
同
歩
道
を
南
西
に
進
み
大
館
市
と
北
秋
田

市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
界
を
北
西
に
進
み
国
有
林

歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
進
し
林
道
長

内
沢
線
へ
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
市
道
長
内
国
有

林
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
市

道
長
内
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
市
道

五
日
市
一
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
森
吉
地
内
の
林
道
高
森
線
と
同
市
森
吉

と
同
市
七
日
市
の
字
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

字
界
を
東
進
し
湯
ノ
岱
地
内
の
東
北
森
林
管
理
局
米

代
川
計
画
区
上
小
阿
仁
支
署
千
十
林
班
内
の
沢
筋
と

の
交
点
に
至
り
、
同
沢
筋
を
南
進
し
て
林
道
湯
ノ
岱

線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
進
し
県
道
比
内
森
吉
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
林
道
高
森
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
市
阿
仁
幸
屋
渡
地
内
の
市
道
幸
屋
線
と
作

業
道
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
作
業
道
を
北
進
し
稜

線
へ
至
り
、
同
稜
線
を
北
進
し
国
有
林
と
民
有
林
と

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
み
北
秋
田
市

阿
仁
打
当
と
同
市
森
吉
の
字
界
に
至
り
、
同
境
界
を

東
進
し
森
吉
山
県
立
自
然
公
園
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
西
進
し
市
道
幸
屋
線
と
の
交
点
に
至

籾
内
休
猟
区

小
滝
山
休
猟

区高
津
森
休
猟

区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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・
二
ツ
井
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
方
道
を
西
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
藤
里
町
矢
坂
字
如
来
瀬
岱
地
内
の
県
道
西

目
屋
・
二
ツ
井
線
と
藤
里
町
と
二
ツ
井
町
の
境
界
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
県
道

矢
坂
・
糠
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
県
道
矢
坂
・
糠

沢
線
を
北
東
に
進
み
同
町
と
北
秋
田
市
と
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み
同
町
と
二
ツ
井
町
と

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

秋
田
市
仁
別
地
内
の
東
北
森
林
管
理
局
雄
物
川
森

林
計
画
区
秋
田
森
林
管
理
署
二
十
七
林
班
か
ら
四
十

七
林
班
に
含
ま
れ
た
区
域

潟
上
市
天
王
地
内
の
Ｊ
Ｒ
男
鹿
線
と
県
道
男
鹿
昭

和
飯
田
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
県
道
男
鹿
昭

和
飯
田
川
線
を
南
東
に
進
み
潟
上
市
昭
和
と
同
市
天

王
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
市
道

下
出
戸
細
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西

に
進
み
市
道
追
分
下
出
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
東
に
進
み
県
道
出
戸
浜
停
車
場
線
と
の
交

点
に
至
り
、
県
道
を
南
西
に
進
み
日
本
海
に
達
し
、

こ
れ
よ
り
海
岸
を
北
西
に
進
み
市
道
漁
港
線
に
至

り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
国
道
百
一
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
東
に
進
み
県
道
秋
田
天
王

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
Ｊ
Ｒ

男
鹿
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
線
を
北
西
に
進
み
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

た
だ
し
、
鞍
掛
沼
銃
猟
禁
止
区
域
を
除
く

秋
田
市
河
辺
地
内
の
東
北
森
林
管
理
局
雄
物
川
森

林
計
画
区
秋
田
森
林
管
理
署
二
百
十
六
林
班
か
ら
二

矢
板
休
猟
区

仁
別
休
猟
区

天
王
休
猟
区

井
出
舞
休
猟

区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

り
、
同
市
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

北
秋
田
市
杉
山
田
地
内
の
県
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線

と
同
市
と
上
小
阿
仁
村
の
市
町
村
界
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
境
界
を
西
進
し
同
市
と
二
ツ
井
町
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
東
北
森
林
管
理
局
米

代
川
計
画
区
上
小
阿
仁
支
署
二
百
四
十
二
林
班
と
二

百
四
十
五
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進

し
、
同
支
署
二
百
四
十
五
林
班
と
小
班
と
ヘ
小
班
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
八
倉
沢
に
至

り
、
同
沢
を
東
進
し
、
一
ノ
又
沢
に
至
り
、
同
沢
を

東
進
し
同
支
署
二
百
四
十
六
林
班
と
二
百
四
十
九
林

班
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
同
支
署
二
百

四
十
八
林
班
と
二
百
四
十
九
林
班
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
東
進
し
同
支
署
二
百
四
十
八
林
班
と
二
百

五
十
一
林
班
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
同

支
署
二
百
四
十
八
林
班
と
二
百
五
十
二
林
班
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
同
支
署
二
百
五
十
二
林

班
と
二
百
五
十
四
林
班
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

東
進
し
同
支
署
二
百
五
十
三
林
班
と
二
百
五
十
四
林

班
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
林
道
市

ノ
又
線
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
林
道
雪
田
沢
線

に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
県
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

能
代
市
常
盤
字
苅
橋
地
内
の
主
要
地
方
道
能
代
・

二
ツ
井
線
と
県
道
山
谷
・
富
根
停
車
場
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
市
道
大
柄
線

に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
広
域
基
幹
林
道
北

米
代
そ
の
一
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東

に
進
み
同
市
と
山
本
郡
二
ツ
井
町
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
進
し
市
道
天
内
富
田
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
主
要
地
方
道
能
代

雪
田
沢
休
猟

区天
内
休
猟
区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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百
二
十
二
林
班
に
含
ま
れ
る
区
域

由
利
本
荘
市
岩
城
二
古
地
内
の
国
道
七
号
線
と
市

道
二
古
亀
田
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を

東
進
し
市
道
道
川
中
央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
北
進
し
市
道
川
尻
梨
ノ
木
台
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
作
業
道
を
南
東
に
進
み
国
道
三
百
四
十
一
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み
Ｊ
Ｒ
東
日

本
羽
越
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
線
を
北
西
に
進

み
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
町
村
地
内
の
市
道
町
村
西
由
利
原
線

と
市
道
屋
敷
西
由
利
原
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
市
道
を
南
進
し
市
道
南
由
利
原
鮎
川
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
屋
敷
東
由
利
原
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
市
道
黒

沢
南
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進

し
県
道
仁
賀
保
矢
島
館
合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
西
進
し
市
道
冬
師
西
目
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
四
角
井
戸
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
町
村
西
由
利
原
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
本
荘
市
鳥
海
町
上
川
内
地
内
の
国
道
百
八
号

線
と
市
道
上
川
内
雄
勝
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
市
道
を
東
進
し
由
利
本
荘
市
と
羽
後
町
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
県
道
十
文
字
羽
後

鳥
海
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
国
道

百
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
西
に
進

み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

亀
田
休
猟
区

南
由
利
原
休

猟
区

小
川
休
猟
区

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

大
仙
市
と
秋
田
市
の
市
町
村
界
と
秋
田
自
動
車
道

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
秋
田
自
動
車
道
を
南
東
に

進
み
国
道
三
百
四
十
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

国
道
を
南
西
に
進
み
大
仙
市
と
秋
田
市
と
の
市
町
村

界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
、
同
境
界
を
北
東
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
仙
市
南
外
上
野
地
内
国
道
百
五
号
線
と
県
道
神

岡
南
外
東
由
利
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道

を
東
進
し
矢
向
峠
に
至
り
、
同
峠
を
峰
づ
た
い
に
南

東
に
進
み
、
大
仙
市
と
横
手
市
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
西
進
し
市
道
夏
見
沢
線
に
至
り
、
同
市
道

を
北
西
に
進
み
県
道
湯
ノ
又
前
田
線
に
至
り
、
同
県

道
を
南
進
し
大
仙
市
と
横
手
市
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
西
進
し
市
道
南
外
十
九
号
線
に
至
り
、
同

市
道
を
北
進
し
県
道
神
岡
南
外
東
由
利
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
美
郷
町
善
知
鳥
地
内
の
大
浅
沢
と
東
北
森

林
管
理
局
雄
物
川
計
画
区
秋
田
森
林
管
理
署
二
千
百

九
十
林
班
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
班
界
を
北

進
し
、
同
林
班
界
を
東
進
し
岩
手
県
と
の
県
境
に
至

り
、
同
県
境
を
南
進
し
同
管
理
署
二
千
百
九
十
三
林

班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
班
界
を
北
西
に
進
み
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

横
手
市
安
田
地
内
の
国
道
百
七
号
線
と
国
道
十
三

号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
国
道
百
七
号
線
を
東

進
し
て
同
市
の
字
界
に
至
り
、
同
字
界
を
南
進
し
て

寺
内
沢
の
歩
道
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
西
に
進
ん
で

市
道
寺
内
天
賀
森
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進

ん
で
市
道
幹
線
平
林
寺
内
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北

西
に
進
ん
で
国
道
十
三
号
線
に
至
り
、
同
国
道
を
北

岡
田
山
休
猟

区外
小
友
休
猟

区真
昼
岳
休
猟

区寺
内
休
猟
区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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進
し
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

横
手
市
大
森
町
八
沢
木
字
末
野
地
内
の
県
道
二
井

山
大
森
線
と
市
道
末
野
開
拓
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
同
市
大
森
と
同
市
雄
物

川
の
字
界
に
至
り
、
同
字
界
を
西
進
し
て
同
市
と
由

利
本
荘
市
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み

市
道
ザ
ッ
コ
又
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み

市
道
善
知
鳥
蓋
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み

県
道
横
手
大
森
大
内
線
に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に

進
み
市
道
小
山
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み

枕
ヶ
沢
集
落
で
寄
木
防
火
線
に
至
り
、
同
線
を
南
東

に
進
み
市
道
中
房
武
道
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進

し
市
道
船
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
市
道
末

野
開
拓
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
高
松
地
内
の
市
道
下
野
線
と
主
要
地
方
道

湯
沢
栗
駒
公
園
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
主
要

地
方
道
を
東
進
し
高
松
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川

を
北
西
に
進
み
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
に
至
り
、

同
点
よ
り
尾
根
沿
い
に
南
西
に
進
み
奥
前
森
山
頂
を

経
由
し
貉
森
山
頂
に
達
し
、
同
山
頂
よ
り
尾
根
沿
い

を
北
西
に
進
み
小
比
内
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
を

尾
根
沿
い
に
北
東
に
進
み
市
道
下
野
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
東
福
寺
地
内
の
国
見
岳
山
頂
を
起
点
と

し
、
同
点
か
ら
尾
根
筋
を
北
進
し
て
横
手
市
増
田
町

小
栗
山
に
至
る
歩
道
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
進
し
て

湯
沢
市
と
横
手
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南

進
し
て
湯
沢
市
皆
瀬
と
の
字
界
に
至
り
、
同
字
界
を

西
進
し
て
国
有
林
と
民
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
北
西
に
進
ん
で
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

船
沢
休
猟
区

大
台
休
猟
区

大
滝
沢
休
猟

区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

一
円
の
区
域

雄
勝
郡
東
成
瀬
村
国
道
三
百
四
十
二
号
線
と
木
賊

沢
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
沢
を
東
進
し
尾
根
沿

い
に
進
み
平
松
山
、
石
滝
山
の
山
頂
を
経
由
し
岩
手

県
と
の
県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
南
進
し
大
薊
山
を

経
由
し
海
抜
千
九
十
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に

達
し
、
同
点
よ
り
尾
根
沿
い
に
西
進
し
国
道
三
百
四

十
二
号
線
と
の
交
点
に
達
し
、
同
国
道
を
北
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

狐
狼
休
猟
区

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
九
百
三
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
指
定
し
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
職
務
代
理
者

秋
田
県
副
知
事
　
西
　
村
　
哲
　
男

山
本
郡
山
本
町
森
岳
字
横
長
根
地
内
の
、
町
道
山

本
中
央
幹
線
と
町
道
泉
八
日
・
横
長
根
線
と
の
交
差

点
を
起
点
と
し
、
町
道
山
本
中
央
幹
線
を
北
進
し
町

道
横
長
根
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東

進
し
て
町
道
二
ッ
森
・
槻
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
北
進
し
町
道
小
中
野
・
安
戸
六
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
奥
羽
本
線
北
線

西
囲
踏
切
に
至
り
、
同
線
を
南
進
し
町
道
二
ッ
森
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
町
道
横
長
根

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
道

泉
八
日
・
横
長
根
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

角
助
沼
銃
猟

禁
止
区
域

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間
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秋
田
市
雄
和
種
沢
地
内
県
道
種
平
新
屋
線
戸
草
沢

橋
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
南
進
し
野
中
、
太
子
前
、

金
ヶ
崎
の
各
集
落
を
経
て
送
電
線
直
下
に
達
し
、
送

電
線
を
西
進
し
雄
物
川
に
達
し
、
同
川
右
岸
を
北
進

し
中
川
橋
に
達
し
、
市
道
太
子
前
戸
賀
沢
線
を
北
東

に
進
み
山
王
道
Ｔ
字
路
に
達
し
、
同
市
道
を
北
進
し

果
樹
園
沿
い
に
進
み
雄
物
川
に
達
し
、
同
川
右
岸
を

北
東
に
進
み
戸
草
沢
川
合
流
点
に
達
し
、
同
川
を
東

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
山
本
町
逆
川
地
内
の
市
道
成
合
逆
川
線
と

県
道
金
光
寺
能
代
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
国
道

七
号
線
と
市
道
芝
童
森
浅
内
線
と
の
交
点
方
向
へ
見

透
し
線
を
千
メ
ー
ト
ル
西
進
し
、
同
点
か
ら
見
透
し

線
を
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
北
進
し
、
同
点
か
ら
見
透

し
線
を
二
千
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
東
進
し
、
山
本
町

と
能
代
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進

み
民
有
林
林
道
山
本
峰
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林

道
を
西
進
し
町
道
志
戸
橋
山
道
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
西
進
し
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

農
道
を
南
東
に
進
み
さ
ら
に
南
西
に
進
ん
だ
後
に
南

東
に
進
み
林
道
下
熊
沢
線
に
至
り
、
同
林
道
を
南
進

し
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
作
業
道
を
東
進
し

米
代
川
地
域
森
林
計
画
区
山
本
町
二
十
林
班
二
十
三

―
六
小
班
に
至
り
、
同
小
班
界
を
南
進
し
農
道
に
至

り
、
同
農
道
を
南
進
し
町
道
砂
子
沢
線
に
至
り
、
同

町
道
を
南
西
に
進
み
主
要
地
方
道
能
代
五
城
目
線
に

至
り
、
同
地
方
道
を
南
進
し
県
道
森
岳
鵜
川
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
同
町
と
山
本
郡
八

竜
町
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し

北
西
に
進
み
市
道
成
合
逆
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

種
沢
銃
猟
禁

止
区
域

山
本
町
北
部

銃
猟
禁
止
区

域

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

秋
田
市
雄
和
戸
島
字
奥
椿
岱
の
県
道
秋
田
御
所
野

雄
和
線
と
県
道
雄
和
協
和
線
と
の
交
差
点
を
起
点
と

し
、
県
道
雄
和
協
和
線
を
東
進
し
同
市
河
辺
と
同
市

雄
和
の
字
界
に
至
り
、
同
境
界
を
六
百
メ
ー
ト
ル
東

進
し
同
点
か
ら
尾
根
沿
い
に
標
高
点
百
二
十
二
メ
ー

ト
ル
に
至
り
、
同
点
か
ら
沢
づ
た
い
に
西
進
し
農
道

に
至
り
、
同
農
道
を
南
進
し
市
道
竹
の
花
藤
森
中
谷

地
線
に
至
り
、
同
市
道
を
百
メ
ー
ト
ル
東
進
し
同
点

よ
り
北
西
に
直
進
し
空
港
無
線
施
設
に
至
り
、
同
施

設
よ
り
空
港
無
線
施
設
管
理
道
路
を
北
西
に
進
み
県

道
雄
和
協
和
線
を
横
断
し
更
に
進
み
場
周
道
路
に
至

り
、
同
道
路
を
西
進
し
同
道
路
西
端
に
至
り
、
同
点

か
ら
県
道
秋
田
御
所
野
雄
和
線
の
エ
ア
ポ
ー
ト
料
金

所
跡
地
に
直
進
し
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
て

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

秋
田
市
新
屋
地
内
の
市
道
新
屋
豊
岩
線
と
国
道
七

号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
北
東
に
進

み
市
道
割
山
南
浜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

北
西
に
進
み
県
道
秋
田
天
王
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
北
東
に
進
み
旧
雄
物
川
左
岸
と
の
交
点
に

至
り
、
同
川
左
岸
を
北
西
に
進
み
同
川
河
口
の
標
高

四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に
至
り
、
同
三
角
点
か

ら
北
東
に
進
み
旧
雄
物
川
右
岸
に
至
り
、
同
川
右
岸

を
北
西
に
進
み
新
城
川
左
岸
に
至
り
、
同
川
左
岸
を

北
東
に
進
み
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国

道
を
北
進
し
市
道
天
ノ
袋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
東
に
進
み
県
道
久
保
秋
田
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
市
道
下
飯
島
四
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
下
飯
島

二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み

県
道
上
新
城
土
崎
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道

を
北
東
に
進
み
市
道
東
上
谷
地
大
袋
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
四
ツ
屋
笹
岡
線

中
央
公
園
銃

猟
禁
止
区
域

秋
田
銃
猟
禁

止
区
域

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
同
市
道
と
連

続
す
る
市
道
中
央
市
場
一
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
県
道
土
崎
港
秋
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
南
東
に
進
み
市
道
手
形
泉
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
県
道
秋
田
八
郎
潟
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
東
進
し
市
道
手
形
学
園
町
赤

沼
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
県
道
秋

田
岩
見
船
岡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東

に
進
み
市
道
広
面
小
学
校
一
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
蓮
沼
手
形
山
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
柳
田
に
至
る
農
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
東
に
進
み
市
道
柳
田

石
神
推
子
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し

農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
東
進
し
県
道
秋

田
岩
見
船
岡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東

に
進
み
孫
左
衛
門
用
水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
用

水
路
を
南
西
に
進
み
太
平
川
右
岸
に
至
り
、
同
川
右

岸
を
南
西
に
進
み
市
道
土
崎
柳
田
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
松
崎
団
地
一

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市

道
柳
館
松
崎
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
東
に
進
み
市
道
柳
館
松
崎
三
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
柳
館
松
崎
二
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
桜

本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
市
道
柳

館
梨
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
市

道
百
崎
柳
館
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西

に
進
み
市
道
百
崎
諏
訪
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
東
に
進
み
南
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
諏

訪
ノ
沢
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
尾
根
づ
た
い

に
東
進
し
市
道
猿
田
小
山
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
古
野
荒
巻
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
堤
ノ
沢
篠
田

台
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
国
道
十

三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
東
に
進
み

市
道
新
都
市
二
十
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
西
に
進
み
県
道
秋
田
御
所
野
雄
和
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
東
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
奥
羽
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
本
線

を
北
西
に
進
み
県
道
秋
田
御
所
野
雄
和
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
市
道
豊
岩
御
野
場
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
秋
田
南
大

橋
に
至
り
、
同
橋
を
南
西
に
進
み
雄
物
川
の
左
岸
堤

防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
堤
防
を
北
西
に
進
み
市
道

新
屋
豊
岩
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
潟
村
地
内
の
県
道
男
鹿
八
竜
線
と
村
道
方
口
十

四
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
村
道
を
東
進
し

村
道
東
四
、
五
丁
目
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

村
道
を
南
進
し
村
道
東
四
、
五
丁
目
三
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
村
道
を
西
進
し
村
道
大
潟
環
状
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
南
進
し
村
道
大
潟
一
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
さ
ら
に
南
進
し
県
道
道
村
大

川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
県
道
男

鹿
八
竜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
村

道
大
潟
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
東
進

し
南
の
池
記
念
公
園
東
側
水
路
と
の
交
点
に
至
り
、

同
水
路
を
北
進
し
村
道
南
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
村
道
を
西
進
し
県
道
男
鹿
八
竜
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
大
潟
村
西
五
丁
目

三
番
地
と
同
四
番
地
の
地
番
界
と
の
交
点
に
至
り
、

同
地
番
界
を
西
進
し
村
道
大
潟
二
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
村
道
を
北
東
に
進
み
大
潟
村
大
潟
二
番
地

四
十
三
号
と
同
百
二
十
番
地
二
号
の
地
番
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
地
番
界
を
北
西
に
進
み
村
道
西
部
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
北
東
に
進
み
県
道
男

鹿
八
竜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
潟
村
銃
猟

禁
止
区
域

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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井
川
町
地
内
の
国
道
二
百
八
十
五
号
線
と
町
道
上

村
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南
進

し
坂
本
揚
水
機
吐
出
口
一
と
の
交
点
に
至
り
、
同
揚

水
機
吐
出
口
一
を
東
進
し
坂
本
揚
水
機
吐
出
口
二
と

の
交
点
に
至
り
、
同
揚
水
機
吐
出
口
二
を
南
進
し
町

道
田
中
飛
塚
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進

し
町
道
田
中
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

西
進
し
て
町
道
田
中
湖
東
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

町
道
を
西
進
し
て
町
道
新
屋
敷
九
号
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
町
道
新
屋
敷
十
一
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
て
町
道
新
屋
敷

飯
塚
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
洲
崎

橋
を
通
り
町
道
小
今
戸
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
北
進
し
町
道
新
屋
敷
大
川
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
小
今
戸
八
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
小
今
戸
九
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
街
道

五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
小
今

戸
飯
田
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し

町
道
街
道
上
村
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道

を
東
進
し
町
道
街
道
海
老
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
南
進
し
県
道
北
ノ
又
井
川
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
東
進
し
町
道
上
村
二
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
上
村
一
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

秋
田
市
雄
和
石
田
地
内
の
雄
和
中
央
土
地
改
良
区

南
部
工
区
農
道
第
五
十
号
線
と
同
農
道
第
五
十
三
号

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
農
道
を
南
東
に
進
み

武
士
沢
第
二
た
め
池
と
武
士
沢
第
一
た
め
池
上
流
を

南
進
し
、
更
に
山
際
を
南
進
し
元
開
第
一
た
め
池
右

岸
堤
体
と
の
交
点
に
至
り
、
同
た
め
池
右
岸
山
際
を

東
進
し
元
開
第
二
た
め
池
右
岸
山
際
を
更
に
東
進
し

井
川
北
川
尻

銃
猟
禁
止
区

域石
田
銃
猟
禁

止
区
域

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

石
堤
た
め
池
上
流
に
至
り
、
同
た
め
池
左
岸
山
際
を

西
進
し
元
開
第
二
た
め
池
左
岸
堤
体
に
至
り
、
同
た

め
池
左
岸
堤
体
か
ら
尾
根
沿
い
に
南
東
に
六
百
六
十

メ
ー
ト
ル
進
み
雄
物
川
森
林
計
画
区
雄
和
町
十
九
林

班
と
二
十
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
交
点
か
ら
尾

根
沿
い
に
南
西
に
五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
進
み
平
冶
ヶ

沢
た
め
池
左
岸
堤
体
と
の
交
点
に
至
り
、
同
た
め
池

か
ら
北
進
し
雄
和
中
央
土
地
改
良
区
南
部
工
区
農
道

第
十
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
南
西
に
進

み
県
道
秋
田
雄
和
本
荘
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
北
進
し
雄
和
中
央
土
地
改
良
区
南
部
工
区
農
道

第
五
十
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
東
進
し

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
仙
市
角
間
川
地
内
の
市
道
新
川
線
と
県
道
湯
沢

雄
物
川
大
曲
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を

南
東
に
進
み
県
道
川
西
六
郷
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
東
進
し
大
仙
市
と
美
郷
町
の
境
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
出
川
と
の
交
点

に
至
り
、
同
川
左
岸
堤
防
を
北
西
に
進
み
市
道
新
藤

木
大
久
保
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し

同
市
道
と
連
続
す
る
町
道
西
今
東
大
久
保
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
市
道
金
西
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進
み
県
道
湯
沢
雄
物

川
大
曲
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
起

点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

横
手
市
塚
堀
地
内
の
県
道
横
手
大
森
大
内
線
と
市

道
田
中
大
島
郷
口
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道

を
西
進
し
大
戸
川
排
水
路
に
至
り
、
同
排
水
路
を
北

西
に
進
み
大
仙
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北

進
し
横
手
川
に
至
り
、
同
川
を
南
進
し
大
戸
川
に
至

り
、
同
川
を
南
進
し
県
道
大
曲
横
手
線
に
至
り
、
同

県
道
を
南
東
に
進
み
市
道
田
中
大
島
郷
口
線
に
至

り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

角
間
川
銃
猟

禁
止
区
域

百
万
刈
銃
猟

禁
止
区
域

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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れ
た
一
円
の
区
域

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
九
百
三
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
附
則
第
八

条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
銃
猟

禁
止
区
域
の
う
ち
、
山
本
北
部
銃
猟
禁
止
区
域
を
廃
止
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
職
務
代
理
者

秋
田
県
副
知
事
　
西
　
村
　
哲
　
男
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